





の間に国名はカンボジア王国（Kingdom of Cambodia），クメール共和国（Khmer Republic），民主カ





Conference on Education for All）に端を発する近年の世界的な教育開発の流れの中で，カンボジア






たコロク（３）やドゥガン（Duggan）（４）の論文，『クメール人教師のための雑誌』（Revue de l’instituteur 
khmer）の分析を通して独立前後の学校教育の内容を追った林原（５）の論文，特定地域の学校教































































の州に 14の理事官区というかたちに再編成された。現在は 1都及び 23
州からなっている。
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理事官府学校は 1923年ごろから全課程制学校（école de plein exercice）に名称変更がなされてい
る。1930年の時点で，全国に 18校ある全課程制学校に 4,935人が在籍していた（27）。
表 1　代表的な理事官府学校の生徒数（1910年前後） （単位：人）
学校所在地 年月 カンボジア人 華人 ベトナム人
バッタンバン 1908年 7月 70 68 13
コンポート 1913年 6月 26 12 17
コンポンチャム 1913年 2月 52  8 40
コンポンチュナン 1910年  　 32 12 33
スヴァイリエン 1914年 5月 47 48
出典） Forest, Alain （1980） Le Cambodge et la colonisation franeçaise: histoire d’une colonisations sans heurts 











































































カンボジア語が用いられた。提供されていたのは第 3学年までの教育のみで，授業は 1日 3時間（15





表 2　各学校の学校数及び生徒数（1931～ 1952年） （単位：校，人）
年度
フランス・カンボジア学校 改革寺院学校
全課程制学校数 初等学校数 生徒数 学校数 生徒数
1930/1931  18  89 9,437 101 3,322
1932/1933  18  95 10,871 225 8,677
1934/1935  18  95 11,846 453 18,686
1936/1937  18  99 14,337 734 32,195
1938/1939  18 107 16,545 908 38,834
1940/1941  24 168 22,280 845 35,834
1941/1942 ― ― ― 860 37,096
1942/1943  35 170 25,033 895 43,908
1943/1944  51 146 28,112 992 47,555
1944/1945  55 154 32,385 ― ―
1945/1946  66 188 32,785 1,093 51,991
1946/1947  68 204 38,627 1,179 53,355
1947/1948  81 291 24,151 1,393 60,201
1948/1949  79 330 40,578 1,405 71,781
1949/1950  88 396 66,722 1,422 77,622
1950/1951  96 469 89,807 1,477 77,896
1951/1952 128 659 120,664 1,447 76,943
出典） Bilodeau, Charles （1955） “Compulsory Education in Cambodia”, Compulsory Education in Cambodia, Laos 
and Viet-Nam, Bilodeau, Charles & Somlith, Pathammavong & Lê, Quang Hông, Paris: UNESCO, pp.65-66.
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pian）であると忠告している（55）。また，ユネスコ主催の第 14回公教育国際会議（14th International 






寺院学校が存在し，7万 6,943人が就学していた（表 2参照）。1957年にはそれぞれ 1,465校，8万 5,895
人という数値になっている（57）。しかし，フランスからの独立前後より量的拡大の主導権はクメール
公立学校が担うようになる。デルヴェールによると，1945年には 3万 2,000人だったクメール公立学








ン・コントゥット教員養成センター（centre de formation Kampong Kantuot）が，1957年にトンレ・
バティ教員養成センター（centre de formation Tonlé Bati）が設置された（62）。師範学校及び両教員養
成センターの入学資格は初等教育修了資格を保持していることで，修業年限は 5年であった。5年間
の養成後は中等教育修了資格（brevet d’études du premier cycle）及び教員養成修了資格（certificat 




























の展開を，1958年以降の教育政策の変遷及び 1975年 4月から 3年 8ヵ月続くポル・ポト（Pol, Pot）
政権による学校教育の破壊を中心に論じる。
注⑴ Ayres, David M. （1997） “Tradition and Modernity Enmeshed: The Educational Crisis in Cambodia （1953–
1997）”, Ph.D. thesis, The University of Sydney. — （2000a） “Tradition, Modernity, and the Development 
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Education, Development, and the State in Cambodia （1953–1998）, Honolulu: University of Hawai’i Press.
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